
 

 
《調査研究の主旨》 
 

 1996 年 7 月に ITS 関係 5 省庁による「ITS 推進に関する全体構想」が公表されて以来、ITS

はカーナビや ETCなど利便・快適性への貢献という面では順調に発展してきている。その一方、

ITS 本来の目的である安全や環境面では期待通りに貢献しているとは言いがたい状況にあった。 

 こうしたなか、今年１月、ITS 技術を用いて世界一安全な道路交通社会を実現するという｢IT

新改革戦略｣が打ち出され、この目標達成に向けて、まさに官民連携のナショナルプロジェクト

が動き出そうとしている。 

 JARI ITS センターでは、ダイナミックに変化している ITS 産業の現状を把握し、今後の発展

に向けての課題を抽出するため、1998 年度より「ITS 産業動向調査研究会（研究会長：加藤 摩

周 ｿｼｴﾃ ｼﾞｪﾈﾗﾙ ｱｾｯﾄ ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ ｼﾆｱｱﾅﾘｽﾄ）」を設置し調査を行っており、その調査結果をより

多くの方々に知っていただくため一般にも頒布している。 

《2006 年版報告書の特長》   

・｢IT 新改革戦略｣に向けた安全運転支援システムの網羅的な調査！！ 

 世界一安全な道路交通社会を目指した｢IT 新改革戦略｣を受け、官民で行われている関連プロジェク
トについては、それぞれインタビューを実施し、今後の方向について調査を行っている。また、実用
化されている安全運転支援システムについては、アンケート等により、それぞれの技術の完成時期や
潜在的なニーズ、普及予測を試みている。 

 

・海外輸出部分を除いたカーナビの純粋な国内需要などの独自調査・予測！！ 

 ナビゲーションの国内出荷台数の予測にあたっては、昨年度まで（社）電子情報技術産業協会
（JEITA）から出されている出荷台数をもとに今後の市場予測を行ってきたが、この出荷台数には、
海外に輸出される自動車に搭載されたナビゲーションが含まれている。今後の、国内の普及予測を行
うには、この輸出部分を除いた純粋な国内需要を求める必要があることから、今年度は過去に遡って
推計し直している。また、成長著しい動きを示す欧米のカーナビ・PND（簡易型カーナビ）の市場等
についての予測や、北米の衛星ラジオの動き等についても調査を行った。 

 

◆◆ ITS 産業の現状を把握し、将来を展望する上で必読の 1 冊であり、ITS 関係者のみならず、 

   新規に参入しようとしている企業にとっても大いに参考になろう。◆◆ 

・各方面でご活用いただいている「ITS 産業動向に関する調査研究報告書」の 2006 年版 

・ITS 全般を幅広く調査（特に安全運転支援分野の調査を充実） 

・アナリストとエンジニアによる共同分析 

・内容充実。付録として、自動車 ITS 分野の技術戦略マップ（抜粋版）、過去１年間分の ITS

月次レポート 100 ページ）、価格据え置き 

 

 

 

 

IIITTTSSS 産産産業業業動動動向向向ににに関関関すすするるる調調調査査査研研研究究究報報報告告告書書書   

---   IIITTTSSS 産産産業業業ののの最最最前前前線線線ととと市市市場場場予予予測測測 222000000666---   

A-4 判  334頁 

一般頒布価格 10,000円（本体 9,524円）、5冊以上一括購入の場合は1冊6,000円 

JARI 賛助員価格 5,000円（本体 4,762円）、5冊以上一括購入の場合は1冊3,000円 

 

今年度の報告書の購入者には、昨年度と同様にメールアドレスを申請いただくことで、報告書

の内容やデータの更新があった場合には情報をお知らせします！！ 

お問い合わせは     財団法人 日本自動車研究所 ITSセンター IT 調査グループ 国弘まで

 〒105－0012 東京都港区芝大門1丁目1番30号（日本自動車会館12階） 

TEL  03（5733）7924   FAX  03（5473）0655 
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To：JARI 国弘行き（FAX:03－5473－0655）           平成  年  月  日   

購 入 申 込 み 書 
 

「ITS 産業動向に関する調査研究報告書 2006」を   部（税込み合計    円） 

注文します。 
 

〒   ――           ご住所                                

 御社名・団体名                                       

 御所属名                                          

 御担当者名                    TEL:                   

                          FAX:                   

 メールでの更新情報をご希望の方はメールアドレスをご記入下さい。 

     メールアドレス：                                 

 

／一般・賛助員（○で囲んで下さい） 

郵送または FAXにてお申し込み下さい。 

第 1章 調査研究の概要 
 1.1 調査研究の目的 
 1.2 活動内容 

第 2章 国内の ITS動向 

第 3章 ITS産業を取り巻く環境 
 3.1 国内景気の動向と ITS産業の位置付け 
 3.2 ITS市場予測の前提となる自動車販売・保有動向 

第 4章 ITS 産業の市場動向と普及のための課題 
 4.1 調査概要 
   4.1.1 調査対象分野 
   4.1.2 調査方法・規模  
 4.2 ドライバーなどへの情報提供に関する ITS 
   4.2.1 カーナビゲーション（国内） 
   4.2.2 カーナビゲーション（海外） 
   4.2.3 テレマティクスサービス 
         （情報提供サービス：国内） 
   4.2.4 テレマティクスサービス 
         （情報提供サービス：北米） 
 4.3 ノンストップ自動料金支払いシステム及び DSRC

の応用 
   4.3.1 ノンストップ自動料金支払いシステム（ETC）
   4.3.2 専用狭域無線通信（DSRC）の応用 
 4.4 安全運転支援に関する ITS 
   4.4.1 概要 
   4.4.2 ASV推進計画 
   4.4.3 AHS/スマートウェイにおける取り組み 
   4.4.4 DSSSにおける取り組み 
   4.4.5 民間における取り組み例（SKYプロジェクト）
   4.4.6 安全運転支援システムの普及見通し 
   4.4.7 自律型運転支援システムの普及予測 
   4.4.8 普及への取り組みと課題 
 4.5 車両運行管理・ロジスティクス 
   4.5.1 概要 
   4.5.2 トラック運送業の動向 
   4.5.3 運行管理システム 
   4.5.4 デジタル式運行記録計の高機能化による運

行管理システム 
   4.5.5 ドライブレコーダー 
   4.5.6 RFIDタグを利用した物流システム 

第 5章 今後、発展が期待される分野 
 5.1 車載通信システム 
   5.1.1 自動車を取り巻く通信の動向 
   5.3.2 情報通信メディアの解説 
   5.3.3 車載LAN 
 5.2 モバイル関連技術の動向 
   5.2.1 放送メディアの動向 
   5.2.2 携帯電話の新しい動き 
 5.3 車両位置表示・誘導システムの基本となる技術動向
 5.4 記録メディアの動向 
 5.5 HMIの動向 
  
第 6章 ITS産業の将来展望 
 6.1 ITS各サービス主要分野における課題と提言 
   6.1.1 ドライバへの情報提供サービスについて 
   6.1.2 ETCおよび民生用DSRCについて 
   6.1.3 安全運転支援に関する ITSについて 
   6.1.4 運行管理・物流システムについて 
   6.1.5 ITS産業育成への課題と提言のまとめ 
 6.2 ユーザの視点からの課題と提言 
   6.2.1 ユーザー団体の立場から見た課題と提言 
   6.2.2 機器・システム販売事業者の立場から見た課題

と提言 
 6.3 ITSセカンドステージにおける課題と提言 
   6.3.1 安全・安心分野の課題について 
   6.3.2 環境・効率分野の課題について 
   6.3.3 快適・利便分野の課題について 
 
 
付録 1 自動車 ITS分野の技術戦略マップ（抜粋） 
   1．導入シナリオ 
   2．技術マップ 
   3．ロードマップ 
 
付録 2 ITSの市場動向 
   （2005年 8月～2006年 7月までの主な動き） 


